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平成２２年度福島県農業振興審議会議事録

１ 日 時 平成２２年１１月１２日（金） １３：１５～１４：４５

２ 場 所 杉妻会館 ４階 牡丹

３ 出席者 別紙名簿のとおり

４ 議 事

（１） 農業・農村の動向等に関する年次報告等について

（２） ごちそう ふくしま絆づくり運動について

（３） 農林水産業振興計画の進行管理について

（４） 天のつぶについて

５ 審議経過

（開 会）

司 会 本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございま

す。

開会に先立ちまして確認をさせていただきます。

本審議会は、「附属機関の設置に関する条例」に基づき設置されて

おります。「附属機関等の会議の公開に関する指針」により、会場に

傍聴席を設け、一般県民に公開することとなっておりますので、ご了

承をお願いいたします。

それでは、これより、平成22年度福島県農業振興審議会を開催いた

します。

はじめに、農林水産部長からごあいさつを申し上げます。

農林水産部長 農林水産部長の鈴木でございます。

皆様には、日ごろ、それぞれのお立場から本県の農業・農村の発展

に多大なご尽力をいただいておりまして、厚く御礼を申し上げます。

本年は、４月からスタートいたしました新たな県の総合計画並びに

福島県農林水産業振興計画に基づきまして、各種の施策を積極的に推

進しているところでございます。重点戦略といたしまして11品目を重

点的に売り込む「ふくしま恵みのイレブン」の首都圏でのプロモーシ

ョン活動ですとかあるいは本日も小泉武夫先生にご指導いただいて

おりますが、「地域産業の６次化の推進」ということで地域のネット

ワークの設立など、計画の目標の達成に向けまして取り組んでいると

ころでございます。

また、本年は、気象状況につきましては大変厳しい年でございまし

て、お米につきましては作況指数は「やや良」ということでございま

すが、夏の高温によります品質の低下、あるいは昨今の米の過剰状況

を反映いたしました米価の下落、さらにその他の作物につきましても
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春先の低温あるいは夏の局地的な災害といったことで非常に厳しい状

況になったわけでございますが、米価下落等の対策につきましてはＪ

Ａのご協力をいただきまして融資制度の強化ということで新たな支援

策を決定したところでございます。また、相談窓口についても設置を

いたしまして、農家の方々の相談に応じているところでございます。

さらに、今般、国の方で、環太平洋パートナーシップ協定、いわゆ

るＴＰＰの件でござますが、関係国との協議を開始するということに

なったわけでございますが、ＴＰＰにあたりましては、万が一、その

協定が実現した場合、農林水産業に大きな影響が及ぶことが懸念され

ます。

そのため、県といたしましては、国に対しまして、本県はじめ我が

国の農林水産業の持続的な発展を図るという観点から、慎重を期した

対応を行うように早急に働きかけてまいりたいと考えているところで

ございます。

そうした中での審議会の開催ということでございますが、本日は、

農業・農村の動向に関する年次報告、あるいは先ほど申し上げました

プランの実現に向けた取り組みの状況等につきまして、ご審議をいた

だく予定でございます。そうしたご審議の中でいただきました意見に

基づきまして、今後の農業・農村の振興に向けて積極的に取り組んで

まいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。

また、会議の最後には、本県の水稲のオリジナル品種でございます

「天のつぶ」をご試食をいただきまして、ご意見を賜りたいと考えて

おります。その後、現地調査もあるわけではございますが、皆様には

それぞれのお立場から忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上

げまして、あいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。

司 会 次に、千葉会長にごあいさつをお願いいたします。

千葉会長 会長の千葉でございます。

委員の皆様には、ご多忙のところ、ご出席ありがとうございます。

どうぞ今日はよろしくお願いしたいと思います。昨年度は福島県農林

水産業振興計画を作成いたしまして、その際には皆さまと回を重ねて

審議を行いました。その結果、策定されたものを今年度は実行するこ

とになりました。その節はどうもありがとうございました。

本日は、先ほど部長からもご挨拶の中でお話しがありましたように

「年次報告」、それから振興計画に関わった２つの議題「ごちそう ふ

くしま絆づくり運動」、それから「進行管理」の２つについて、ご審

議いただきたいと思います。
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大変農業情勢が厳しいということで、先ほど部長もおっしゃってま

したが、福島県に限らず、今年は猛暑の影響や農産物価格の下落、あ

るいは農業政策の影響で、大変厳しい状況下にあると思います。

さらに加えて、今まさにＴＰＰに参加するかどうかというところが

迫られている状況となっています。そういった厳しい状況にある中で

ぜひ、皆さま方の忌憚のないご意見をいただいて、福島県の農業を前

進させていきたいと思いますので、ご審議どうぞよろしくお願いしま

す。

なお、今日は現地調査等も予定しておりまして、あとの時間が限ら

れておりますが、そちらもよろしくお願いいたします。

以上、私からのごあいさつとさせていただきます。

司 会 ありがとうございました。

次に、本日の出席者でございますが、時間の都合もございますので、

出席者名簿をもって紹介に代えさせていただきます。

また、ここで資料の確認をさせていただきます。本日の資料につき

ましては、次第、出席者名簿、席次表、委員名簿、それから資料の１

～６でございます。なお、委員の皆様には最後に現地調査の資料をお

渡ししております。不足等ございましたら、事務局の方までお申し出

を願います。

それでは、議事に移らせていただきます。進行につきましては、福

島県農業振興審議会規則に基づき、千葉会長に議長をお願いいたしま

す。

議長（千葉会長） それでは、議長を務めさせていただきます。

議事に入ります前に、本日の委員の出席状況についてご報告いたし

たいと思います。

委員18名のうち第１号委員の富塚有 （とみつか ゆうけい）委員、

第２号委員の但野忠義（ただの ただのり）委員、第３号委員の佐瀬正

（さぜ ただし）委員、大宮三枝子（おおみや みえこ）委員の４名が

欠席されてます。したがいまして、現時点で14名の委員の方がご出席

ということですので、過半数を超える委員の出席をいただいていると

いうことで、本日の審議会は、有効に成立していることをお知らせし

たいと思います。

次に、議事録署名人の指名をさせていただきます。

私からご指名してよろしいでしょうか。

（委 員） （委員より「（異議なし」の声）
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議長 それでは、岸秀年（きし ひでとし）委員、それから、武田悦江（た

けだ よしえ）委員、お二人に議事録の署名をお願いしたいと思います。

よろしいですか。

岸委員 （承諾）

武田委員 （承諾）

議長 よろしくお願いいたします。

では、議事に入りたいと思います。

まず、議題１「農業・農村の動向等に関する年次報告等」について、

事務局よりご説明をお願いしたいと思います。

農林企画課長 はい。農林企画課長の谷井と申します。それでは、私の方から資料

１、２に基づきましてご説明申し上げます。

まず最初に、年次報告ということで、資料１の方からご説明申し上

げたいと思います。１ページ目をおめくりください。

はじめに、うつくしま農業・農村振興プラン２１に基づく施策の推

進であります。ポイントとなるところを、それぞれ朗読しながらご説

明いたします。

平成21年度は、道の駅「南相馬」をメイン会場とした食と農の絆づ

くりのためのイベントを開催するなど、「ふくしま食・農再生戦略」

の５つの戦略に基づく施策を展開して、本県農業・農村の振興を図っ

てまいりました。また、「ふくしま水田農業改革実践プログラム」に

基づき、環境と共生する米づくり等の推進ですとか、あるいは、主食

用米の過剰作付け等の解消を進め、水田農業改革を強力に推進してき

たところであります。

次に、農業及び農村の動向についてでありますが、２ページ目をお

開きください。ここに記載のとおり、認定農業者につきましては、平

成22年3月末で6,782件ということであります。また、新規就農者につ

きましては、192名を確保できました。さらには、平成20年の農業産出

額、菌茸類を含みますが、これにつきましては、前年比62億円の増と

いうことで2,548億円となったところであります。

なお、13ページ以降で、各農林事務所ごと、地方ごとの動向につい

て記載してございます。後ほどご覧になっていただければと思います。

次に、農業・農村の振興に関して講じた施策についてであります。

27ページ、28ページをご覧いただきたいと思います。ここに記載のと

おり、まずはじめに、「ふくしま食・農再生戦略」の推進につきまし

ては、それぞれ戦略ごとに記載しております。27ページには、戦略１

ということで「食と農の絆づくりの推進」についてであります。これ

につきましては27ページ、28ページに記載のとおり、「子ども達との
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絆づくり」をテーマとした絆づくり運動の全県的な推進ですとか、グ

リーン・ツーリズムの推進に取り組んでまいりました。

次に、戦略２ということで、29ページから34ページをお開きいただ

きたいと思いますが、「戦略的な流通販売対策の強化」についてであ

ります。記載のとおり、「地産地消の全県的な展開と食育の推進」等

に取り組みました。さらには、「新たな産地づくりとの連携」につき

ましては、34ページに記載のとおり、本県のぶどうのオリジナル品種

であります「あづましずく」の県内のホテル等におけるプロモーショ

ン活動の展開等について記載しているところであります。

次に、資料の35ページから38ページをご覧ください。戦略３という

ことで、「持続的な発展を目指した園芸産地の取組強化」についてで

あります。これにつきましては、３つのプロジェクトを展開してまい

りましたが、それらの戦略的な推進等に取り組んだ内容について記載

してございます。

次に、39ページから44ページについてであります。この部分につい

ては、「担い手の経営安定、新たな担い手の確保対策の強化」につい

て、実施した内容の記載であります。認定農業者への誘導と集落営農

の推進に関する取組み、中でも、農業経営の法人化の促進と企業等農

業参入の支援については、42ページに記載のとおりでありますが、13

社の農外の新規参入企業が確保されました。

次に、45ページから48ページをご覧ください。戦略５ということで、

「環境と共生する農業の全県的推進」についてです。46ページをご覧

になっていただきたいと思いますが、特に昨今、社会問題化しており

ます鳥獣被害対策についても適切な対応等、取り組んだ内容を記載し

ております。

次に、49ページから51ページにかけましては、「米政策改革推進対

策及び『水田農業改革実践プログラム』」の取組みについて記載して

おります。冒頭の１ページのところでご説明しましたので、内容につ

いては、省略させていただきます。なお、資料としてそれら目標に対

する進ちょく状況等を50ページ以降に記載しているところであります。

このほか、施策の取組内容として、例えば、55ページからは、「安

全で安心できる農産物の供給の推進」など、以降のページにいろいろ

と記載しております。

さらに、最後でありますが、「新たな農林水産業振興計画等の策定」

ということで、63ページ、64ページで「いきいき ふくしま農林水産業

振興プラン」の策定ですとか「ふくしま・地域産業６次化戦略」の策

定について記載しているところであります。

時間の都合もありますので、年次報告につきましては、以上とさせ

ていただきながら、次に、動向等ということで資料２の「平成２２年

度戸別所得補償モデル対策の実施状況等」について、概要をご説明申



- 6 -

し上げたいと思います。

まず、「２モデル対策の事業内容」ということで、ご存知のように、

この対策については、ひとつには、「米戸別所得補償モデル事業」と、

もうひとつ「水田利活用自給力向上事業」この２本で実施されている

ところでありますけども、農林水産省が先月10月28日に公表した確定

値について、内容をご説明申し上げます。

まずはじめに、戸別所得補償モデル事業の加入申請件数であります

が、確定値として36,916件の申請があったところでございまして、事

業別では、アの表の記載のとおりであり、また、経営形態別ではイの

表のとおりであります。その結果、「戸別所得補償モデル対策」の加

入申請面積の確定値でありますけども、「米戸別所得補償モデル事業」

につきましては、４万弱の39,904haの加入申請面積がありました。ま

た、「水田利活用自給力向上対策」につきましては、いわゆる新規需

要米、米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、これにつきましては、参考

の数値と比べてご覧になっていただけるとおり、大幅な増加になった

ところであり、また、加工用米についても1,121haとなったところであ

ります。なお、交付金の支払いのスケジュールにつきましては、２ペ

ージに記載してございますが、新聞報道でもご存知のとおり、県内で

最も早いところですと、11月の19日から固定部分について農家の口座

に直接入金の予定でありまして、それ以降、12月の初旬から年度末に

かけまして、水田利活用事業の支払金があり、その後、変動部分につ

いて、来年3月初旬から年度末の支払いという形で、それぞれ農家の口

座に直接入金される状況であります。

参考までに、３ページでありますが、戸別所得補償制度の本年度の

モデル対策の部分について、現段階における農林水産省の概算要求資

料での23年度本格実施の考え方について記載しておりますので、簡単

にご説明申し上げたいと思います。

もとより、本格実施ということでありまして、まず、対象品目とし

ては、23年度の分ですが、米に加えて、記載のとおり、本県に直接関

係ございませんが、「米」から「でん粉原料用ばれいしょ」について、

記載のとおり、固定面積支払と数量支払という部分での単価、なお、

そば、ナタネ、大豆、大麦等については、今後明らかにされるという

部分。あとは、加算支払いの部分ということで、現段階での考え方が

農水省より示されているということであります。

なお、本年度の価格変動部分につきましては、３番にあります米価

変動補てん交付金という形になるという状況であります。また、今年

度は、いろいろ激変緩和措置というものがあったわけですけども、今

のところ、これらについては、２番の水田活用の所得補償交付金とい

うことで、産地資金430億円という中で、各県の判断でいろいろできる

というふうな形で、制度設計されているものであります。
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以上、農業・農村の動向等に関する年次報告についてご説明させて

いただきました。よろしくお願いします。

議長（千葉会長） どうもありがとうございました。

それでは、ご質問、ご意見をお願いしたいと思います。

いかがですか。もしなければ、最後にまとめて、再度、議論のでき

る時間があるかと思いますので、そこでご質問、ご意見をいただくと

して、次に進ませていただいてよろしいですか。

（委 員） （委員より「はい」の声あり）

議長 はい。それでは、次に進めさせていただきます。

ごちそうふくしま絆づくり運動について、事務局ご説明お願いしま

す。

農林企画課長 はい、では、次に資料３に基づきましてご説明申し上げます。

１ページをご覧いただければと思います。まず、運動の趣旨という

ことで記載してございます。朗読しながらご説明申し上げます。

本県農林水産業の持続的な発展を図るためには、農林水産業や農山

漁村に対する県民の理解を促進することが重要でありますことから、

昨年度まで実施しておりました「食と農の絆づくり運動」の成果を踏

まえながら、消費者と農林漁業者、商工業者等の幅広い参画を得て、

農林水産業と食、緑、環境、暮らしをつなぎ、みんなで支え合うごち

そうふくしま絆づくり運動を全県的に展開することとしております。

運動の内容についてでありますが、大きくは３本立てで考えており

ます。まず最初に、みんなで支え合うふるさとの絆づくり、もう一本

は農林水産業に関する情報発信、もう一つ最後は、県ならびに地方推

進本部の開催というところであります。その中でアのみんなで支え合

うふるさとの絆づくりでありますが、運動の趣旨に即したですね、推

進本部構成機関団体の方々の積極的な関与というものを期待しながら、

農林漁業者と消費者との交流の促進ですとか、あるいは地産地消、食

育の推進、というものをそれぞれ構成機関・団体で活発に展開してい

ただきながら絆を深めるような取組みをそれぞれ活発に県内で展開し

てもらおうとするものであります。

このほか、ごちそうふくしま絆づくり宣言の募集と制定。さらには、

仮称でありますが、ごちそうふくしま絆づくり大賞、その創設をして

いきたいと考えております。また、農林水産業に関する情報発信につ

きましては、地方別の意見交換会、この部分についても積極的に計画

していきたいと考えているところであります。
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２ページをお開きいただきたいと思います。そうした考え方のもと、

（３）の運動の主体でありますけれども、４ページに記載のとおり、

この部分につきましては、県の推進本部でありますが、ごちそうふく

しま絆づくり運動県推進本部構成機関団体ということで、31機関・団

体で、今年の7月13日に設置したところであります。本部長には知事を、

副本部長には、福島県農業協同組合中央会会長を、もうお一方、下か

ら２番目でありますが、福島県消費者団体連絡協議会会長をそれぞれ

を副本部長にお願いしながら、推進本部を設立したところであります。

また、２ページにお戻りいただきたいと存じますが、地方段階では、

県北地方の推進地方本部を8月9日に設置して以降、７地方において、

地方本部が設置されたところであります。

運動の名称、あるいはスローガン等については記載のとおりであり

ますし、スローガンなりロゴマークについても記載のとおりでありま

す。なお、運動の期間につきましては、振興プランの計画期間であり

ます、平成22年度から26年度までの５年間としたことろであります。

次に資料の５ぺージをご覧になっていただきたいと思いますが、そ

うしたものを踏まえ、本年度の絆づくり運動の展開実施状況について

ご報告申し上げます。

まず、最初にスタートアップ絆づくり運動イベントの展開というこ

とで、全県イベントとしまして、記載のとおり10月10日、11日に開催

しました「ごちそうふくしま満喫フェア2010」における絆づくり運動

の展開ということで、絆づくり運動を県民の方々に知っていただく格

好の機会ととらえ、このようなかたちでですね活動を展開してまいり

ました。また、県北からいわきの地方イベントにつきましても、イに

記載のとおり積極的に展開したところであります。また、表の下に記

載してありますように、それぞれ、地方イベントの際には、そのイベ

ントにご協力いただきました、農林漁業者の方、いわゆる、体験のイ

ンストラクターなどの方ですけれども、そういう方々にイベント参加

者からの感謝のメッセージ「ありがとうカード」というものを作りま

して、それを贈呈するということを行いました。そうしたことで、イ

ンストラクターの方々の意欲向上と農林水産業の方々、消費者も含め

て絆づくりの機運の醸成が図られたものと考えております。

６ページをお開きいただきたいと思いますが、（２）で地域イベン

ト情報の発信ということで、月１回のメールマガジン、その他、ここ

に記載のとおり、県のホームページに「交流イベントカレンダー」と

いうことで関係団体からお寄せいただいたイベントをこのようなかた

ちで積極的に県のホームページにアップすること、また、さらには、

観光関係のホームページにもバナーを貼りまして、県内外の方々にも

ご覧いただけるようなかたちで情報発信をしているところであります。

また、ごちそうふくしま絆づくり宣言につきましては、７ページに記
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載のとおり、先ほど申しました10月10日にですね、公表したところで

あります。７ページには具体的には、県民の方々の取組みとして５本、

宣言の中に盛り込んでおります。農林水産業や農山漁村の大切さを学

ぶこと等々の取組みを通じながら、最後の５番目でありますが、４つ

の取組みを通じまして、一人一人の活動を通して、いきいきとしたふ

くしまをつくり、次の世代にしっかりと引き継いでいくというふうな

内容の宣言にしたところであります。今後、関係団体にも積極的に活

用していただきながら、この部分が、県民の方々に広く浸透していく

よう取り組んでまいりたいと考えております。

最後でありますが、４番のごちそうふくしま絆づくり大賞の創設に

つきましては、本年度中にですね。その要領を制定しながら、年度内

に募集を開始し、体験交流、食育、地産地消、などの観点から成果を

あげている方々を表彰したいというふうに考えているところでありま

す。ごちそうふくしま絆づくり運動については以上であります。よろ

しくお願いします。

議長 はい、どうもありがとうございました。ただいまの説明についてで

すね。みなさんからご意見、ご質問等があればよろしくお願いします。

浅和委員 たいへん良いこと。大いに進めてください。

議長 はい。大いに進めて欲しいということですが、では、次に進めさせ

ていただいて、よろしいですか？

（委員） （委員より「はい」の声あり）

議長 それでは、３番はですね農林水産業の振興計画の進行管理について、

事務局からご説明をお願いしたいと思います。

農林企画課長 はい、では資料４、資料５に基づきましてご説明申し上げます。ま

ず、進行管理の概要ということでその考え方について、資料４により

ご説明申し上げます。

まずはじめに、進行管理につきましては、先ほど部長から話があり

ましたように、ふくしまの恵みイレブンとか、あるいは６次化という

形で８つの重点戦略を掲げております。これら８つの重点戦略につき

ましては、振興計画に掲げた施策の展開方向を全体的に網羅しながら、

さらには、施策の中心となるものであります。そうしたことから、こ

れらの重点戦略を中心にその推進と取組状況の評価を行うとともに、

評価結果を次年度の全庁重点あるいは部重点事業の構築に向けて、効

果的に活用することを目的に進行管理を行うものであります。
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２番の実施体制につきましては、①から⑧のこれら重点戦略ごとに

庁内の関係課で構成するプロジェクトチームを設置しまして、戦略の

推進、評価等を行っているところであります。なお、３に記載のとお

り、進行管理結果の公表につきましては、８つのうち８番目、県産材

フル活用の促進以外の分については、農業・農村振興分野であります。

したがいまして、これまで年次報告の中で食・農再生戦略の取組状

況等について記載しておりますが、それに置き換わるものとしてです

ね、来年度から、この部分を年次報告の中に記載していきたいと考え

ているところであります。

それでは、資料５に基づきまして、８つの重点戦略のうち、８番目

を除いた部分をご説明申し上げます。

まず、最初にこのシートの見方でありますけれども、一番左上に重

点戦略名を記載してございます。その下にですね、枠囲みをしており

ます。この部分については、目指す姿を振興計画に記載されていると

おり転記しております。あとは具体的な取組内容、施策的な部分につ

いてはそれぞれ、例えば、冒頭の「みんなの力で自給力向上プロジェ

クト」ですと４つの具体的な取組みが明記されております。地域自給

力向上に向けた組織づくり以下、４つでありますけども、そのような

内容で、７つの戦略についてそれぞれ記載しております。

それでは、これまで、10月末までの取組状況、そこから発生した課

題、今後の取組みの方向性の主なものについてご説明を申し上げたい

と思います。

まず始めに、「みんなの力で自給力向上プロジェクト」について、

１ページをご覧になっていただきたいと思います。本年度の取組状況

でありますが、２番のところに記載のとおり、県内７地区において、

県補助事業を活用し、ＪＡ、ＮＰＯ法人等々が中心となった集団給食

施設等に対する地域農産物の供給ルートを確立するための、推進活動

を展開してまいりました。

また、庁内関係課とも連携しながら県内の病院、社員食堂、給食事

業者等を直接15社程度訪問しまして、それぞれの実態把握あるいは今

後の利活用に向けた推進活動も展開してまいりました。

さらには、３番目の地域における「耕作放棄地の有効活用の促進」

につきましては、３番目に記載のとおり、耕作放棄地を活用した食育

等を推進するため、教育ファームの設置に関するアンケート調査を実

施するなど、実施箇所の選定を進めてまいったところであります。

このような中、課題としましては、２番目に記載のとおり給食事業

者等のうち病院・施設、あるいは社員食堂、食品加工企業それぞれ、

生産現場の情報収集が難しいという状況があり、地域食材の利用拡大

を図るための支援が必要であるとの課題が摘出されました。

また、３個目に記載のとおり、耕作放棄地、この部分については、
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農地情報が少ないということで、農外から参入を目指す企業等につい

ては、その部分の手間と時間を要するということで農業参入の妨げに

なっているという課題等が摘出されたところであります。

したがいまして、そうした課題等の中で、今後の取組みの方向性に

つきましては、社員食堂等と生産者団体、それらの方々との具体的な

マッチング・コーディネート活動の展開、また、耕作放棄地の部分に

ついては、総合特区制度の活用などにより、耕作放棄地情報の提供に

よる活用主体とのマッチング支援体制のあり方について検討を行う必

要があると整理しているところでございます。

次に、重点戦略２番目です。３ページをご覧下さい。『「ふくしまの

恵みイレブン」強化プロジェクト』についてであります。

この部分については、大きくは、生産の部分と販売プロモーション

等の部分に分かれておりますが、３ページには、生産の部分で、戦略

的な生産拡大について整理しております。

その中で、とりわけ、園芸品目につきましては、きゅうりを始めと

する主要６品目につきまして、48産地で「園芸産地パワーアップ・プ

ロジェクト」に取り組んでまいりました。

さらに、その中で、ももについては、ＪＡがプライベートブランド

として、特徴のある販売ですとか、あるいは、本県オリジナル品種の

「はつひめ」について、求評を実施したところでございます。

また、４ページをご覧になっていただきたいと思いますけれども、

プロモーション活動の展開の中では、大丸東京店等、高級量販店でプ

ロモーション活動を実施しながらですね、継続的な取引の推進が図ら

れています。

また、肉用牛に関して申し上げますと、ここにありますように、新

たに、県の基幹種雄牛として「喜多平茂（きたひらしげ）」がデビュ

ーしました。

また、輸出促進の部分につきましては、ＪＡ会津いいででアスパラ

ガス、あるいは、ＪＡしらかわで日本なしということで、香港への新

たな輸出元産地が開拓されまして、今後継続的な輸出の取組みが図ら

れつつあるなど、記載のとおりであります。

そうした中、課題といたしましては、３ページにお戻りいただきた

いと思いますが、とりわけ園芸については、高齢化ということで、産

地の価格形成力といったことが懸念されるという状況の下、高い技術

レベルを持つ担い手の確保、あるいは、作業の省力化による経営の規

模拡大、生産安定による産地生産力の維持が必要であるというような

課題が出ているところであります。

また、４ページのプロモーション関係では、販売ルートの確保です

とか、あるいは、流通経路の複雑さ等の理由により、継続した販路確

保ですとか、新規販路開拓が困難となっていること、また、さらには、
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新たに取扱いを開始した高級量販店に対して、継続的な取引維持のた

めの連携方法というものが課題であるとしています。

また、輸出の部分につきましては、今年度新たに取り組みましたア

スパラガスについては、輸出方法等について問題が明確になったとこ

ろであります。具体的には、鮮度あるいは品質の保持、コスト低減を

踏まえた輸送方法等の確立の支援が必要だろうという部分で課題が摘

出されております。

次に、３ページにお戻りいただきますが、今後の取組みの方向性と

しましては、園芸の部分で申しますと、一層の産地力強化を図るため、

産地の高度な生産技術を有する担い手の育成・確保、あるいは、負担

の大きい、労力のかかる土づくりなど、そういったものを肩代わりす

る受託システムの設立、さらには、省力化・早期多収が可能な栽培技

術等の普及拡大の取組みが必要との方向性が示されたところでありま

す。

また、４ページのプロモーション関係からいきますと、本年度、東

京の量販店で実施しましたが、プロモーション後の評価及び成果を活

かせるよう、生産から販売まで産地と一丸となった販売促進が推進で

きる仕組みが必要だということであります。量販店における継続取引

はもとより、飲食店等での利用拡大ＰＲも必要としています。

輸出の部分から申しますと、新たな課題等が出ましたので、品質保

持が可能な輸送方法の改善等に対する支援、さらには、品質管理に対

するマニュアルの作成等の支援を行う必要があるという方向性につい

て示されているところであります。

次、５ページをおめくりいただきたいと思います。「有機農業の産

地形成を目指した環境と共生する農業の推進」であります。

本年度の取組み状況につきましては、１のところで２つ目に記載の

とおり、有機農産物の流通等に関する専門知識を有する民間事業者を

コーディネーターとして委託しました。詳細については記載のとおり

でありますけれども、そうした中で、県産有機農産物の販路開拓です

とか、販売体制の構築を推進しているところであります。

また、課題といたしましては、なかなか、まだ生産者が多くないと

いうこともありまして、生産・販売ロットが小さく、需要に対して安

定的に供給できる体制が不十分なこと等が課題としてあるところです。

したがいまして、それらを踏まえまして、今後の取組みの方向性に

つきましては、有機農業者が、専門的な知識を有するコーディネータ

ーの持ついろいろなノウハウを活用しながら、有機農産物の販路開拓

・確保、あるいは、需要に対応できる生産体制の構築を進めながら、

産地化を促進していきたいということであります。

次に、「地域産業６次化の推進」についてであります。７ページを

ご覧いただきたいと思います。
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まず最初に、ネットワークについてであります。地方のネットワー

クにつきましては、６地方で出来ておりまして、記載のとおり、473名

の参加が得られたところであります。また、全県ネットワークについ

ては、記載のとおり210名ということでありまして、それぞれ、マッチ

ングの機会が出来たものというふうに考えております。

また、農商工連携ファンドにつきましても、３件の採択があったこ

と、また、人材の養成につきましては、ふくしま・６次化創業塾とい

うことで、10月に開塾しました。73名の受講となっております。

また、４番の生産・加工・消費が支え合う県産農林水産物加工品等

の利用拡大の部分につきましては、先程来申してますけれども、「ご

ちそう ふくしま満喫フェア2010」を10月10日、11日に盛大に開催した

ところであります。

そのような中、今後の課題についてでありますけれども、ネットワ

ークにつきましては、会員間の交流の場ということにとどまらずに、

実際に商品開発、あるいは、販路開拓・ＰＲ等を促す仕掛けとして発

展・充実させることが必要だろうということで、その際には、マーケ

ティング力を兼ね備えたコーディネーター人材をネットワークに確保

することが必要ではなかろうかというふうな課題が出されているとこ

ろであります。

また、人材の養成につきましても、６次化創業塾の卒塾後の事業化

に向けた支援の必要性、また、４番の生産・加工・消費が支え合う県

産農林水産物加工品等の利用拡大の部分から申しますと、県産農林水

産物に関する流通情報が、加工業者等の実需者に行き渡っていないと

いうことで、スムーズな連携に支障をきたしているため、食農データ

ベースの立ち上げを早急に行って、情報発信のための枠組みを構築す

る必要があるというふうに、課題として摘出したところであります。

次に、今後の取組みの方向性についてでありますけれども、ネット

ワーク事業につきましては、コーディネーターや首都圏等のマーケテ

ィングの専門家をネットワーク内に十分確保するなど、販路に結びつ

いた商品開発、あるいは、ビジネス創出をサポートする機能の強化に

ついて方向性として示し、また、創業塾については、そのコース編成

の充実について方向性として示しております。

また、最後、食農データベースにつきましては、機能性・利便性の

あるシステムとしてですね、検討する方向性を示しているところであ

ります。

次に９ページでありますが、「ふくしまチャレンジゆめファーマー

育成プロジェクト」についてであります。先ほど、年次報告でも申し

ましたが、担い手の現状として、認定農業者の認定件数については、

6,787件、平成22年8月となっております。また、担い手を支援するた

めに、新たな国の事業として、農業経営体育成事業というものがあり
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ますけど、本年度10月末現在で、記載のとおり、新規就農者補助が３

件、融資主体型補助が５件ということで、都合６千万円余の事業が県

内で展開されている状況にあります。また、法人化の促進と農業法人

等の経営力強化につきましては、農外企業への農業参入の部分から「ふ

くしま農業・企業参入ガイダンス2010」というものに参加したおりに

51社の参加があったこと、また、首都圏で開催したセミナーにおいて

も18社の参加があったことを記載しております。

課題といたしましては、２番のところでありますけど、農業参入し

た企業の中には、農産物の生産安定ですとか、あるいは販路等に苦慮

する場合があるものですから、経営安定に向けた支援が必要だという

ような課題を整理し、今後の取組みの方向性につきましても、参入後

の生産技術等の指導ですとか、経営安定に向けた支援を講じていく必

要があるとしたところであります。

次に10ページでありますが、新規就農者の確保・定着に向けた分で

あります。10月末までの取組み状況につきましては、記載のとおり新

規就農者について、192名確保されたこと、また、「頑張る農業応援！

新規就農定着支援事業」ということで、本年度の新規事業であります

けど、県内３地区において、地域における支援体制がこれらの事業を

通じて展開していること、あるいは、２つ飛びまして、「頑張る農業

応援！新規就農定着支援事業」において、22年10月末までで49名の研

修・雇用者が確保されていること、また、農林漁業の一体的な情報提

供に向けた「新・農業人フェア」ということで、今年の５月に開催し

ましたが、60名の来場者があったこと等を記載しております。農業の

部分については以上でありますが、２番には林業関係の部分で、21年

の新規林業就業者数について、207名が確保されたこと、また、漁業後

継者についても、21年度14名ということで、それぞれ20年度に比べて

ですね、その数が拡大している状況であります。

課題といたしましては、１の（２）等に記載のとおり、他産業に従

事していた方が、離職・解雇等により就農するケースも増加しており

ますが、これらの中には、雇用調整等により十分な準備期間が取れな

いままに就農する方がいらっしゃったり、また、農家以外の出身者が

農業法人等の被雇用者として就農するケースが増加しておりますが、

将来的に独立を目指している方も多い中で、支援策が十分でなかった

りといったような状況が課題として出されております。そのような形

で、経営基盤を持たない農家以外からのですね、新規参入希望者の就

農にあたっては、技術の習得ですとか、優良農地の確保等について課

題があると考えております。

一方、林業関係の課題といたしましては、記載のとおり、３年目の

定着率が44％であること、また、林業労働災害等々の発生が全産業と

比べて高いこと、あるいは水産関係、漁業後継者育成の部分から言い
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ますと、魚価の低迷ですとか、燃料代高騰による経営悪化等が課題と

して出されているところでございます。それらを踏まえまして、今後

の取組みの方向性のうち、農業の部分から申しますと３番に記載のと

おり、農業法人等の被雇用者が自営農業者として独立し、認定農業者

に発展できるよう、支援体制を検討する必要があること、また、新規

就農者の円滑な就農を支援するため、長期研修を受け入れた農業法人

等が、技術習得だけではなく、全般的な就農支援を行う仕組みづくり

を行うとともに、地域ぐるみでの定着を支援する体制の構築等につい

ても方向性として示しているところでございます。

また、林業関係の方向性としては、雇用環境と就業条件の改善、ま

た、漁業関係では、担い手組織が行う漁業所得の向上に繋がる簡易加

工の取組み促進等ということで、方向性について示しているところで

ございます。

最後、農業水利施設等のストックマネジメントについてであります。

３番に記載の農林道ストックマネジメントの導入促進についてであり

ますが、農林道の橋梁でありますとか、あるいは、トンネルの点検診

断、長寿命化対策などですね、全市町村を対象としたアンケート調査

を実施したこと。また、４番でありますけども、施設管理技術の向上

ということで、本年度新たに揚水機場及び排水機場において、施設管

理・点検診断技術等の技術向上研修会を開催したこと、また、排水機

場を対象に、施設の長寿命化を図る「点検操作手順書」の作成に着手

した等の取組みについて、記載のとおりであります。そうした中、課

題でありますけども、３番に記載のとおり、農林道施設についてもで

すね、農業水利施設と同様ストックマネジメントの手法を導入してい

く必要があること。また、施設管理技術の向上につきましても施設所

有者及び操作者の管理技術、機能診断方法ですとか、予防保全更新計

画の立案技術の習得・向上を積極的に推進する必要性について、課題

が記載されているところでございます。

そのような中、今後の取組みの方向性につきましては、農林道の点

から申しますと、農林道のストックマネジメントの導入促進を図るた

め、市町村、県、関係機関のそれぞれの認識の共有化を図りながら、

また関係者の役割分担を明確にしながら、管理者である市町村が自主

的に施設の点検診断や更新計画を策定し、適切な施設の維持管理が行

えるよう技術的な支援を行っていくことを方向性として記載している

ところでございます。また、施設管理技術の向上につきましては、研

修会等を開催しながらですね、一層の管理技術の向上について示した

ところでございます。

以上、ポイントのみの説明となりましたが、私からの説明は以上で

あります。
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議長 はい。ご説明どうもありがとうございました。

それでは、ご意見、ご質問をお願いしたいと思います。これ自体は

年度途中ですので、今後の取組みの方向性についてですね、何かアド

バイスなどいただけるとありがたいのではないかと思います。どうぞ

よろしくお願いします。

浅和委員 いいですか。

議長 はい。浅和委員お願いします。

浅和委員 たいへん良くやっていただいているなと考えております。そこで、4

ページですか、プロモーション活動関係で、大丸東京店とかで、継続

的な取引推進に繋がっていること、たいへん良いなと思います。そこ

で確か、長野県の川上村だったか、レタスでたいへんな高収益をあげ

ている。あれは冷蔵で外国、台湾等に向けている。今年、知事と観光

プロモーションで上海に行ってきたけれど、福島県は上海に事務所が

あるから、そこにうまく窓口になっていただいて、上海あたりとか、

台湾でも構わないけども、福島県のこれというものを、日本だけでな

く、福島県の方から外国の方にも道を開くようなことを考えてはどう

ですか。上海事務所もあるんだから、そういうところを窓口にして、

外国にも福島県の産品を向けると。そんなような考え方ではいかがで

しょうか。

議長 はい、どうもありがとうございます。関連して他の委員の方で、ご

意見があればいただいて、あわせてお答えいただくという形にしたい

と思います。

よろしいですか。はい、それでは。

農産物安全流通 農産物安全流通課です。まずは、現在の本県の農産物の輸出の状況

課長 について申し上げたいと思います。まず、中国向けでございますが、

現在、上海の方には、21年度でございますが、なしの輸出が実績とし

てあがっております。中国ですと主に香港を中心に、もも、あるいは、

なし等輸出されてまして、精米、米についても香港の方にいっており

ます。あと、台湾向けの方になりますと、やはり、ももを中心にしま

して、りんご、あと精米等ということでございます。いまほどお話の

ように中国は上海事務所を窓口にしてですね、輸出の促進ということ

を行っております。私どもの方も中国本土向けについては、輸出を促

進してきたいと考えておりますが、中国本土向けといった場合、植物

検疫の問題がかなり難しいということで、特にその検疫対策としての

病害虫対策がですね、非常にハードルが高いという状況がございます。
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しかし、民間事業者の方も輸出に対する意欲というのが、かなり高い

ものもございまして、最近の円高など、そういった影響も今後出てく

るかと思いますが、民間の方の輸出の意欲を削がないように、県とし

ても、中国本土に向けた輸出について、支援していけるように取り組

んでいきたいと考えております。

議長 よろしいですか。はい。他にいかがでしょうか。

武田委員 他のところでよろしいですか。

議長 他のところでもよろしいかと思います。

武田委員 ７ページのところで、２番の「ふくしま６次化創業塾」っていうと

ころを見ました。今、６次化に関しては、新聞報道などでも、いろい

ろ、情報が入っいて、すばらしいことをやってるなと思っていたので

すが、この「６次化創業塾」っていうのは今回、初めて聞きました。

本当でしたら、どこが、どのように開催して、どんな内容で、その

結果どうだったというのをおたずねしたいところなんですが、時間が

ありませんので、要望だけ、ちょっとお話したいと思います。

私も、過去に、農業関係ではなく、商工会議所が開催した創業塾な

どを受講した経験がありまして、その時、思ったのですが、開催前の

案内が、漠然としていると受講される方が、一体何を学べるのか、よ

く分からないんですね。なので、募集の時は、ぜひ目的を明確にして

いただいて、どんな人材の方に来ていただきたいか、どんな内容を学

ぶのかということをきちんと書いていただきたいと思います。たぶん、

こういうのは今すごく人気なので、たくさん受講を希望される方がい

らっしゃると思うんですが、そういう中で、お一人でも、「あっ、こ

れは違っていたな」という方がいたら、予算的にもったいないですし、

受講されたご本人にとっても、もったいないことだと思うんですね。

あと、これも私自身の経験なんですが、受講したからおしまいという

と、結局、そのあと、何も残らないんです。ぜひ、アフターフォロー

をしっかりしていただきたいなと思っております。

私ももし機会があったら受講させていただきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。

議長 はい、どうもありがとうございました。

はい、では、お願いします。

農産物安全流通 農産物安全流通課でございます。今ほどの「６次化創業塾」の関係

課長 でございますが、この創業塾につきましては、農林漁業者、あと中小
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企業者の方を対象といたしまして、今年は８月９日から約１か月間、

県民の方にですね、広報いたしました。

それで、農業者の方については、主に高付加価値型のビジネスモデ

ルの構築というコースを設定し、また、商工業者の皆さんについては、

農商工連携によるビジネスモデルの構築というコースを設定しました。

この２つのコースそれぞれ20名の定員として募集を行いました。おか

げさまで、合わせて73名という約定員の倍の方の要望をいただいてで

すね、先月の10月18日から創業塾を開始しております。だいたい、月

１回のペースで来年の３月まで、座学的な研修の他にですね、実地的

な取組みをされている先進的な施設に視察に赴いて実践的な研修の取

組みをしながら、今後のビジネスモデルの構築についての素養を磨い

てもらうという内容となっております。

お話のとおり、私どもも１か月間募集しておりましたが、まだまだ、

広報の面でですね、行き届かなかった点もあったかと思いますので、

来年度以降、さらにきめ細やかな周知広報を図りながらですね、募集

していきたいと考えております。

あと研修後のアフターフォローということでございますが、確かに

今年度から初めての取組みということでございまして、研修生の皆さ

んに、実際に研修を終わった後にですね、具体的なビジネスモデルの

構築に向けた中で、今後、県として、いわゆるアフターフォローとい

うことで、どういったものが必要になってくるのか、そういったもの

を研修生の方から、直接、アンケートという形でお聞きしながら、今

後のアフターフォローについても検討していきたいと考えております。

議長 はい、よろしくお願いします。次年度、報告していただけるんでは

ないかと思います。

武田委員 あのやっぱり、先ほどの繰り返しになるのですが、今の時代の雰囲

気というものもあるんですが、受講生の方のうち実際に就業いただく

方が一人でも多くなることをお祈りしておりますので、よろしくお願

いします。

議長 はい。それでは、その他いかがでしょうか。

はい。鈴木委員お願いいたします。

鈴木委員 本日、林業のことが少し出ておりまして、消費者というか住民とし

て、常々思っていることですが、線路のところとか、それから山がす

ごく荒れて、あの日本中全部、葛で覆われてしまうんじゃないかしら

と思うくらい、特に近頃、道路や線路の両脇あたりがすごくなってお

ります。
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そういう中で、ちょっと山を見ましても、なんというか、すごく荒

れているって言っていいのかしら。道路まで迫ってくるようで、手入

れしないと、将来どうなっちゃうのかなっていう心配がありますね。

やっぱり日本の国は、緑の美しいっていうところがありますし、そこ

ら辺を、リタイアしてすぐの方たちとか、できる方たちで、道路の両

脇あたりから少しずつなんとかならないかなというのを感じておりま

す。ということで、林業の方も、まだそこまでいかないかもしれませ

んけども、少し国土を美しく守るためという視点が必要ではないかな

と感じております。以上です。

議長 はい、ありがとうございました。林業ですね。さらに耕作放棄地の

問題も絡んでくるんだろうかと思います。リタイヤの方々の活用とい

うようなこともぜひ考えて欲しいということですが、もし、なにか、

ご意見とか。

よろしいですか。はい。お願いします。

林業振興課長 林業振興課長でございます。林業関係の新規就業というか、その点

につきましては、県としては、例えば資格取得が必要なチェーンソー

とか刈り払い機、そういった専門的な作業となるものの研修の実施を

含めて少しでも多くの人が、林業に参入できるよう支援をしておりま

すので、そういったものを通じて、山の手入れをする人を増やしてい

きたいと考えております。

議長 はい。お願いします。

次長（森林林業 森林林業担当次長でございます。ただいま、葛がこう出てきて、道

担当） 路や鉄道を覆っているという話がございました。その背景として、一

つはまず、森林そのもの、木材価格が昭和55年に１立方メートル当た

り2万2～3000円あったのが、今はもう3,000円を切るという、非常に木

材価格が安くなって、林業経営が成り立たなくなってきている状況が

ございます。そういった中で、森林を手入れする人がいないというこ

とで、山が荒れてきているといったことが一つございます。あと、里

山につきましても、今おっしゃられたように、身近な山、これにつき

ましてもそれまで焚き木を取ったり、薪炭、炭にしたり、いろいろ、

そういった仕事がありましたけど、燃料革命によってそういったもの

がなかなか出来なくなってきました。そういったことで里山も荒れて

きている。結果的に、里山から奥山まで全体的に荒れてきている状況

にございます。そうしたことがありますので、県といたしましても、

平成18年度から森林環境税という形で、税をいただきながら、里山の

整備や道路等の整備、間伐など、森林整備を含めまして、いろんな手
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を打っているところでございます。そういった中で、いろいろ雇用な

ども図りながら、進めているところでございます。

浅和委員 はい。ひとつよろしいですか。

議長 はい。浅和委員。今のに関連してと考えてよろしいですか。

浅和委員 はい。関係あります。この関係のことについては、普段よく言って

いますので。福島県は、農業の産出額はだいたい2,500億円くらいです

かね。だけど、多面的機能とか、公共公益性、これをやっぱり、しっ

かりと計算して、我が福島県は、農業の産出額は2,500億円くらいだけ

れども、例えばＣＯ２の吸収とか、水源のかん養とか、今、林業の話

が出ましたが、そういう公共公益性を金目に計算すればいくらになる

のか。こういうことを、やはり、しっかりやると、総合的に農業には

単なるそういう面だけではないんだな、公共公益性というのは、これ

だけの金額になるんだなとなるので、そういうのは出来てあるんです

か。まず、そこから聞きますか。

農林企画課長 はい。議長。

議長 はい。

農林企画課長 農業・農村の多面的機能の評価につきましては、かねて、県でも試

算した経過がございます。一例を申し述べさせていただきますと、新

しいところでは、2001年でですね、洪水防止機能など、3,000億円弱の

2,860億円の県内の評価があるというふうな積算をしたことがございま

す。

浅和委員 そうすると、いまの数字は2001年ですか。2001年に2,860億円、それ

は農業関係だけですか。林業の方も含んでいますか。

農林企画課長 農業だけじゃなくて、全体のものとして。

浅和委員 林業も含んでいるわけですね。両方ですね。

農林企画課長 はい。

浅和委員 そうですか。そういうのが分かると、我々も色々な関係でその数字

を使いますので・・
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農林企画課長 すみません、失礼しました。林業を除いて、農業・農村だけです。

浅和委員 そうすると、林業は入っていないんですか。林業の分は、いま鈴木

さんから話があったんで、林業の分の公共公益性はどうなるんですか。

議長 どなたか分かりますか。それでは、分かり次第お答えいただくとい

うことで。

浅和委員 いま、聞きました農業の分は2,860億円、あと、林の分も調べていた

だいて、合わせると、例えば、4,000億円とか5,000億円とかなるんで

しょう。

農林企画課長 すみません、失礼しました。先ほど申しましたように2001年の2,860

億円については、農業・農村の評価の部分でありまして、それ以外の

林業の分については、概算でありますけれども、約3兆円、2兆9000億

円程度、多面的機能として評価している経過がございます。この分に

ついては県が行ったものではなくて、日本学術会議の資料に基づきま

して試算したということで、ご報告申し上げます。

浅和委員 林野庁が何年だったか、以前に約75兆円、いまの国有林の公共公益

性について、75兆円という数字を出しているが、そうすると、その時

と、それは同じで、それを福島県に置き換えると、いまの2兆9000億円

ということになるですか。それはいつの数字ですか。

農林企画課長 これにつきましては、同じく2001年の数字となっておりまして、委

員がおっしゃられた分が何年度か、ちょっと承知しておりませんが、

先ほど申し上げた約３兆円の分は2001年の数字です。

浅和委員 ３兆円。

農林企画課長 2兆9000億円。先ほど申し上げました林業関係の分です。

浅和委員 林業だけで2兆9000億？

農林企画課長 はい。

浅和委員 福島県だけで。

農林企画課長 はい。
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浅和委員 あとで、よく調べて教えてくれませんか。林業相当分の公共公益性

がいくらと。あと、農業・農村が2,860億と、これは分かった。あと、

林業関係で、2兆9000億円というのは福島県ではどうか。私の記憶では、

国全体で75兆円だから、どうなのか。まあ、かなり面積が広いから、

あてはまるかな。なお、後で確たる数字を教えてください。

農林企画課長 はい。

浅和委員 ありがとうございました。

農林企画課長 そういう事で、数字については、追って、皆様方に、確認した上で

ご連絡申し上げたいと思います

議長 農林業の公益性ということをきっちりと私たちは認識してですね、

いろんな施策を進めていく必要があるというご意見の中の一つだと思

います。ほかにございますか。すみません、時間が、全体の時間が押

してますので、あと何人か。皆さん、ぜひご発言したいということは

私も存じておりますが、時間もございませんので、ぜひという方は、

すみません、手を挙げていただいて、その方々に、お一人ずつお話を

伺わせていただくという形でいかがでしょうか？よろしいですか？

降矢委員 進めてください。

議長 それでは、いくつか貴重なご意見が出ましたので、これらの意見を

大事にしながら、今後の取組みを進めていただきたいと思います。

振興計画のことに関しては、これで終わりにさせていただきたいと

思います。

それでは、次の「天のつぶ」の試食ですかね、このことについて、
てん

お願いしたいと思います。

（各委員試食）

研究技術室長 研究技術室長でございます。お手元の資料６に基づきまして、水稲

オリジナル品種「天のつぶ」の特徴について簡単にご説明させていた
てん

だきます。この品種は福島県農業総合センターにおいて、本県に適し

た良質・良食味品種の開発ということを目的に研究されました結果、

平成７年に交配をいたしまして、平成21年に品種開発を終了し、誕生

した品種でございます。

親につきましては、母親が「奥羽357号」と書いてありますが、これ

は秋田にある国の試験場で育成された品種、父は「越南159号」、これ
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は福井県で育成された品種でございまして、いずれもひとめぼれの血

筋を引いておる品種でございます。

本年の７月に「天のつぶ」と命名をして、品種登録並び商標出願を
てん

させていただきましたが、「天のつぶ」の名称の由来といたしまして
てん

は、この品種が田んぼで穂が出るときに天に向かって勢いよくまっす

ぐ伸びるというこの稲のイメージと、それから天の恵みを受けて豊に

稔る一粒一粒のお米というイメージと、この二つを重ねて、命名をい

たしました。

農家の皆さんがお作りになるときのメリットといたしましては、資

料の中ほどのグラフにありますように倒れにくくて、なおかつ、穂い

もちという病気にも強いという特徴がございます。

それからできたお米はですね、資料の一番左下にありますように、

大変つぶが揃っておりまして、クズ米があまり出ないという特徴がご

ざいます。それから、食べていただきますと、食味の総合評価として

はひとめぼれと同等というふうに考えておりますが、特に、噛み応え

があるといいますか、この図では固さというところに出ていますが、

ごはんの一粒一粒を噛みしめて、食べられるというような特徴がござ

います。

ぜひ、本日はそういったお米の特徴等を、実際に食べていただいて、

こ感想等をお寄せいただければ、大変ありがたいと思います。よろし

くお願いします。

農林企画課長 皿についてでございますが、２種類出ておりまして、青色の方の皿

が「天のつぶ」であります、あと、ピンク色の分については「ひとめ
てん

ぼれ」ということで準備しております。

議長 いかがでしょうか？感想を寄せていただきたいということで。

どうですか？長島委員、どうですか？

長島委員 あまり変化が・・・

議長 分からない？ 変化が分からないという意見が、ございますが。

浅和委員 「天のつぶ」は米粒を噛みしめると、甘みがあるね。
てん

議長 そうですね、甘みが。

浅和委員 「天のつぶ」を噛みしめると、甘い感じ。ただ、味は、若い人の方が
てん

敏感だろうね。

噛みしめて甘みがあるっているのは美味しいっていうことだよね。
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議長 概ね好評ということですかね。

浅和委員 良い名前をつけたと思う。

議長 「天のつぶ」という名前が素晴らしいというご意見がでています。
てん

議長 それでは皆さんよろしいですか。だいたいお食べいただいたかと思

いますので。

悪くないと。甘みもあり、美味しいんじゃないかというご意見が概

ねではないかと思いますので。それでは、よろしいですか。次に進ま

せていただきます。

農林水産部長 ちょっとよろしいですか。今の「天のつぶ」でございますけども、
てん

ご試食いただいて、そんなに「ひとめぼれ」と変わりないということ

でございましたが、収量的に申し上げますと、「コシヒカリ」より約

１割くらい多く穫れます。それから「ひとめぼれ」よりもやや多く穫

れるというようなことでございまして、同じ食味の中で農家にとって

は収量が多いというようなメリットがございますので、例えば、中食、

外食向けですとか、そういったところにも十分展開できるのではない

かということで、県民の皆様に食べていただきながら、そういったと

ころにもいろいろと展開を図っていきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

浅和委員 これは、23年度は、どのくらいの面積、どのくらいの種があるので

すか。

水田畑作課長 はい。水田畑作課長でございます。23年度の作付に供する種子の確

保状況ですが、約60haの種もみを現在確保しております。

浅和委員 配分の方はどう考えているのですか。

水田畑作課長 配布の方法につきましては、本格的な一般栽培が来年度初めてだと

いうことでございまして、スケールメリットが確保できるような方々、

大規模に経営されていて、さらに作付技術に長けているような方々に、

まずはもってお作りいただいて、それを普及の突破口にしていきたい

というふうに考えてございます。

浅和委員 それはどういう方向に。いや私は米どころの大玉ですからね。うち

の村に米中心の認定農業者の方が何十とおりますんで、そういう方に
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引き受けても良いんだけれど、全部というわけにはいかないと思うん

で。やっぱり、どうせ作るなら土の良いところに作らないと、この味

は出ないと思う。

水田畑作課長 現在、県と米改良協会で農業団体を通じて種子の注文をとっている

ところでございます。公平な形で注文を受け付けていきたいと考えて

ございますので、よろしくお願いいたします。

浅和委員 はい。

岸委員 よろしいですか。食べさせてもらって、ちょっと硬い分だけ噛みし

める必要があるんで、甘みが感じられて、そういう意味で良いのかな

と思いました。

中食だとか、外食だとか考えていったときに、北海道の「きらら」

との競争っていうのが非常にあると思うんですけど、そのへんの売り

込みのプロモーションっていうのは、県としてどんなふうに考えてい

るのかというのが一点と、それから、たった60haですか、来年。であ

れば、やはり、どこかに集中してガッチリ作ってもらった方が良いと

思います。みんなに等しく均等にバラバラ撒いたら絶対成果出ません。

降矢委員 そのとおり。

岸委員 それは県がやってきた中で一番悪いことだと思ってますんで、その

もう、良いですから、誰々さんって指定して、何人かの人に60haであ

れば、10haやっている人はそうはいないと思いますけど、だいたいあ

の宮城県の高い米作っている人って、あの人ひとりで2.5haやってます

よね。あ、25haか、やってますよね。やっぱりそういう人が、高い米

を作っているんで、良い米作るにはそういう思い切ったことも必要な

んじゃないかな。あんまり平等といったことを考えなくてもこの際い

いのかなっていうふうに思います。それが過ぎてからは平等にした方

がいいと思いますけど。とりあえず、何かうまく狙い目を作って、こ

の名前、ネーミングも、福島県としては「福」が付かない商品名を付

けたっていうことは非常に良いことだと思いますんで、大いに期待し

ています。よろしくお願いします。

議長 ありがとうございます。

それでは、渡辺委員もご発言いただいて。

渡辺委員 今の食味をさせていただいてですね「ひとめぼれ」からみると非常

に美味しいと、それで同等の良食味となっていますが、以上じゃない
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かと思うんです。うまいです。うまいというのは、私も会津で「コシ

ヒカリ」と「ひとめぼれ」を食べておりますけども、先日、鳴子と鬼

首の方へ行って参りました。そちらでは標高350～450ｍで「ゆきむす

び」という親は東北157でしたか、あれを親にして品種改良したもので、

栽培しているんですが、15haほど栽培しておりまして、１俵2万4千円

で売っているんです。それで食味はどうだと、食味もさせていただい

たんですが、この「天のつぶ」の方が美味しいですね。それでその「ゆ
てん

きむすび」は、もちもち感があって非常に美味しさはあるんですが、

あのもちもち感があるもんですから食べてて疲れるというような感じ

がありました。

そこで、この品種は、例えば、標高どのくらいまでのところで、ど

のくらいからどのくらいのところで栽培するのに一番条件的に合って

いるのか、というところを一点教えていただきたいと思います。評価

としましては、私はそのように評価しましたので、一点、教えていた

だければと思います。

議長 はい。どなたか担当の方、ご回答いただければと思いますが。

農産物安全流通 それではまず、販売の方ですが、先ほど北海道産の米との競合とい

課長 うことで、確かに北海道の米だけでなくですね、全国各地の産地間、

それぞれの米との競争になるかなと考えております。そういう意味で

は実需者向け、中食、外食向けということで考えておりますが、やは

り「天のつぶ」の特徴である一粒一粒がはっきりしている、そういっ

たものを含めて、今後、炊飯特性あるいは加工特性などもきちっと調

査をしまして、美味しいですよというだけじゃなくて、そのメニュー

的なものも提示できるような形で他品種との差別化を図りながら、実

需者向けに販売の方を展開していきたいと考えています。

議長 はい、あと渡辺委員の方から、標高の話がありましたし、集中的に

作付した方が良いと、まあ、これはご意見ということで。

水田畑作課長 はい、集中的にというお話いただきました。今後、生産、販売の両

面から、いろいろな角度で戦略を組んでいくという考えを持ってござ

います。その中で委員からのご意見なども踏まえさせていただいて、

対応させていただきたいと思います。

それから標高のお話、私の方から説明させていただきますが、品種

特性をよく出現させるためには、現在、標高300ｍ以下での作付を推進

しているところでございます。

浅和委員 では、大玉村は最高だ。250、60だから。
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議長 はい、渡辺委員。

渡辺委員 はい、もう一度お願いします。標高300ｍ以下ということになると「コ

シヒカリ」とバッティングと思うんです一つはね。問題は県内を３つ

に分けた場合に、会津、浜、中と考えた場合に、これは土壌的に例え

ば、粘土質に合うのか、中通り、浜通りの地形、地質に合うのか、こ

うしたところは、試験データとして、どのような結果が出ているので

すか？

議長 はい、もし、どなたかご回答いただければと思いますが。

水田畑作課長 今年度につきましては、会津、中、浜で、喜多方市、本宮市、それ

から双葉町で、展示ほを設けてございまして、現在それぞれ土壌条件

なり気象条件がある程度違うという中においても、それなりの評価、

成績を上げております。さらに、今後、栽培基準なり方針なり、栽培

にかかる指針を作る予定をしておりますので、その中で細部について

は分析をしていきたいと考えております。

議長 よろしいですか。時間があと・・皆さんお話があるかと思いますが、

現地調査ができなくなりますので、このあたりで閉めさせていただき

たいと思います。

何か事務局からあれば、お願いしたいと思います。

農林企画課長 はい、このまま現地調査についてご説明申し上げます。資料に入っ

ておりますが、本宮市にあります御稲プライマル株式会社という農業

法人を訪問したいと考えております。したがいまして、皆様方には、

杉妻会館前にですね、バスを準備しておりますので、これから５分後

ぐらいにですね玄関にお集まりいただければと考えております。よろ

しくお願い申し上げます。

議長 はい、それでは以上をもちまして議長の職を終わらせていただきた

いと思います。皆さんご協力ありがとうございました。

司 会 千葉会長ありがとうございました。委員の皆さまにはご審議いただ

き誠にありがとうございました。以上をもちまして平成22年度福島県

農業振興審議会を終了致します。

なお、委員の皆さまには、玄関前への移動をお願いします。

（閉 会）
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